
１． はじめに

機械設備積算基準は，土木機械設備に関連する
関係機関で構成した「公共工事機械設備技術等各
省連絡協議会」において施工実態調査を行った上
で，適宜，積算基準の改定を行っており，土木機
械設備を扱っている関係省庁ならびに地方自治体
の積算担当者に活用されています。
近年では，水門設備等における土木機械設備の

老朽化が進行していることから，施設の機能を確
保するための修繕工事ならびに維持管理の歩掛に
ついて，重点的に調査・検討を行っています。

２． 平成２５年度機械設備積算基準
改定概要

� 改定工種
機械設備積算基準は，公共工事に関わる土木機

械設備における製作据付工事の工事費算定につい
て，各種工種ごとに製作工数，据付工数，その他
関係諸経費率等を定めたものです。
機械設備積算基準の改定は，「施工実態調査」
の結果を踏まえ，既存制定工種の歩掛改定および
新規制定を行っています。
今回，「水門設備」など６工種の歩掛および諸

経費率の見直し等を行いました（表―１）。

� 新規制定および改定内容
� 中・大形水門におけるSUS製ゲート副部材費
率，部品費率の新規制定
水門設備等の河川管理施設の老朽化が進む中，

ライフサイクルコスト縮減を目的としたSUS製ゲ
ートの需要が増えてきています。それら実態を踏
まえ，適正な積算に対応するため，SUS製ゲート
副部材費率および部品費率を新規に制定しました
（図―１）。

� 水門設備修繕（扉体取り外し工数）の新規制
定
前述のように老朽化が進む河川管理施設を維持

管理していくために，水門設備の修繕工事が増加
しています。昨年度までに，この修繕工事を行う
ための電動機，ローラ，ワイヤロープ，水密ゴム
の交換歩掛を策定しています。今回の扉体取り外
し工数を策定することで，水門設備修繕の一連の
作業が標準歩掛で積算できることから，実態調査
を踏まえ，扉体取り外し工数を新規策定しました
（図―２）。

� 消雪設備点検・整備工数の新規制定
積雪地方における消雪設備の点検需要が多いこ

とから，消雪設備における井戸，ポンプ，電気設
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備，散水配管の点検・整備工数および直接経費を
新規策定しました（図―３）。

� 小形水門における副部材費率等を材質別に改
定
これまで，小形水門における副部材費率および

部品費率は，材質によらず同じ率としていました
が，実態調査の結果，材質の違いによる有意な差

が生じたことから，SS材とSUS材とに分けて副
部材費率および部品費率を改定しました。

� トンネル非常用設備における各種ポンプ設備
適用範囲の改定
近年の施工実態において，トンネル非常用設備

における渦巻きポンプ設備および多段ポンプ設備
の大型化および自動給水設備の小型化が見受けら

表―１ 平成２５年度歩掛改定概要
区分 主な新規制定・改定理由 工種名等 備考

歩掛 新規
制定

近年，施工需要が多いことから，SUS製
の副部材費率および部品費率を新規策定

中・大形水門
（SUS製ゲート副部材費率・部品費率）

近年，施工需要が多いことから，扉体取り
外し工数を新規策定

水門設備修繕（扉体取り外し工数）

近年，点検需要が多いことから，井戸，ポ
ンプ，電気設備，散水配管の点検・整備工
数および直接経費を新規策定

消雪設備点検・整備（井戸，ポンプ，電気
設備，散水配管の点検整備工数）

改定 鋼材（SS，SUS）別に有意な違いが見受
けられたことから，副部材費率および部品
費率を改定

小形水門（副部材費率，部品費率を材質別
に改定）

近年の施工実態において，ポンプの大型化
および給水設備の小型化が見受けられたた
め，適用範囲を改定

トンネル非常用設備（各種ポンプ設備適用
範囲の拡大）

河川用ゲート・ダム用ゲート設備の管理運
転点検および月点検の点検工数について，
施設規模によらず一定傾向が見受けられる
ため，データの平均値に改定

水門設備点検・整備（月点検工数，管理運
転工数）

諸経費 解析結果が改定要件を満したため 共通仮設費率（揚排水ポンプ設備修繕工事）

図―１ 中・大形水門（SUS製）［新規制定］
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れたため，適用範囲を改定しました。

� 水門設備点検・整備工数の改定
河川用ゲート設備，ダム用ゲート設備における

管理運転および月点検の点検工数について，施設
規模によらず一定傾向であることが見受けられた
ため，データの平均値に改定しました。また，こ
れまでダム用ゲート設備については，月点検，年
点検のみの点検工数でしたが，平成２３年４月に
「ダム用ゲート設備等点検・整備・更新検討マニ
ュアル（案）」が策定されたことを受け，新たに

管理運転点検工数を策定しました。

� 共通仮設費率（揚排水ポンプ設備修繕工事）
の改定
河川管理施設等の土木機械設備の老朽化に伴

い，修繕工事の増加が見込まれる中，近年，修繕
工事における不調・不落工事が増加してきていま
す。
そうした状況を踏まえ，修繕工事における予定

価格に適切に反映できるよう，修繕工事における
共通仮設費率（揚排水ポンプ設備）を新たに制定

図―２ 水門設備修繕（扉体取り外し）【新規制定】
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しました（図―４）。

３． 機械工事共通仕様書（案）
改定概要

機械工事共通仕様書（案）について，受発注者
の業務効率化，各種基準類等との整合等について

改定を行いました（表―２）。

４． おわりに

今後，土木機械設備の老朽化が進む中で，さら
なる適正な維持管理が求められてきています。そ

図―３ 消雪設備点検・整備【新規制定】
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の一方，土木機械設備を専門とする技術者は減少
および高齢化傾向にあり，それらを踏まえた上で
適正な維持管理をしていかなければなりません。
そうした状況の中，「機械設備積算基準」およ

び「機械工事共通仕様書」は，実態を正確に把握
し，適正な施工管理，維持管理を行っていく上

で，大変重要なものと考えています。
今後とも施工実態への即応など現在の積算基準

に関する要求に対応しつつ，工事品質および安全
の確保等にも十分な配慮がされているかにも着目
した上で，適正な積算基準および工事共通仕様書
の改定を実施していきたいと考えています。

表―２ 平成２５年度 機械工事共通仕様書改定案（主な内容）
No. 条項 主な改正内容 改正理由
１ 各種法令について，改定年度を見直し 諸法令の改定による整合
２ 第２章 ２―１―１

２―１―３
○JISマーク表示制度の活用による材料試験の省略
○指定材料の品質確保を廃止

材料確認の簡素化
（土木との整合）

３ 第４章 ４―７―４
４―７―６
４―３―４

機器故障時における対応について，実態の対応を踏まえ共
通仕様書に明記
○電源喪失時における自家発電装置等の接続を容易化
○停電復旧時におけるゲート開度の誤表示防止
○故障表示保持回路を明確化

水門設備における危機管理
に関する対応事例を明記

４ 第４章 ４―６―２
第１６章 １６―３―２

１６―３―３

機械設備に関する各工種について，一般化してきている事
項を共通仕様書へ明記
○水門設備 除塵用浮桟橋
○係船設備
○水質保全設備

一般化事項の共通仕様書へ
の明記

５ 第１０章 １０―１―１
１０―２―２

機械設備に関する各工種について，各種基準との整合
○道路排水設備における適用範囲を明確化
○道路排水設備の保護装置を明確化

技術基準との整合

６ 第３章 ３―１１―１ 土木の条項との整合
○仮設工の一般事項および手すり先行足場について追加

土木との整合

７ 第３章 ３―３―２ 施工実態との乖離を解消
○溶接材料および予熱について，実態を反映

施工実態との乖離を解消

図―４ 機械設備工事諸経費の改定要旨
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